
（12）平成24年12月5日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
）

○
施
肥
管
理

・
止
め
葉（
１
枚
葉
）が
健
全
で
あ
る
か
果

房
の
収
穫
が
終
わ
る
ま
で
、
注
意
し
て

見
て
下
さ
い
。

　

止
め
葉
に
紫
色
が
発
生
す
る
時
は
、
根

が
痛
ん
で
い
る
の
で
、
森
羅（
500
ｇ
入
）

10
ａ
当
り
150
ｇ
を
、
10
日
間
隔
で
、
潅

水
チ
ュ
ー
ブ
を
利
用
し
て
入
れ
て
下

さ
い
。

○
潅
水
管
理

・
12
月
は
、
Ｐ
Ｆ
1.8
基
本
に
、
毎
日
少
量

潅
水
し
て
下
さ
い
。

○
温
度
管
理

・
夜
間
の
加
温
最
低
温
度
は
、
12
月
中
旬

ま
で
は
６
～
８
℃
、
12
月
中
旬
以
降
は

７
～
10
℃
で
す
。
朝
方
12
℃
、
午
前
中

25
～
28
℃
、
午
後
22
～
24
℃
、
夕
方
15

～
18
℃
に
し
て
下
さ
い
。

　
（
な
お
、
高
設
栽
培
は
高
い
方
で
管
理

し
て
下
さ
い
。）

○
電
照
管
理

・
12
月
は
、
生
育
を
見
て
最
高
３
～
４
時

間
点
灯
し
て
下
さ
い
。　

・
無
電
照
栽
培
は
厳
寒
期
に
わ
い
化
す
る

た
め
に
、
12
月
下
旬
か
ら
10
日
間
隔
で

ジ
ベ
レ
リ
ン
３
～
５
ｐ
ｐ
ｍ
の
芯
芽

処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。　

○
親
株
管
理

・
排
水
良
好
で
梅
雨
期
に
浸
水
の
な
い

圃
場
を
選
び
、
10
ａ
当
り
300
株
を
植

え
、
２
月
末
か
ら
３
月
上
旬
に
プ
ラ
ン

タ
ー
・
大
型
ポ
ッ
ト
へ
移
植
し
て
下
さ

い
。

○
玉
だ
し

・
ク
ラ
ウ
ン
部
に
光
線
が
入
る
よ
う
に
し
、

地
温
確
保
に
努
め
て
下
さ
い
。

・
葉
が
被
さ
る
と
オ
レ
ン
ジ
色
に
な
り
ま

す
。
玉
だ
し
作
業
を
す
る
こ
と
で
、
着

色
不
良
を
防
止
し
て
下
さ
い
。

○
受
粉
の
確
認

・
冬
場
の
花
粉
発
芽
能
力
は
約
４
日
間
程

度
で
す
。
日
々
ミ
ツ
バ
チ
が
活
動
し
て

い
る
か
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

○
防
除
管
理

・
う
ど
ん
粉
病

　

ル
ビ
ゲ
ン
4000
倍

　

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル
1500
～
2000

倍
・
ハ
ダ
ニ

　

マ
イ
ト
コ
ー
ネ
フ
ロ
ア
ブ
ル
1000
倍
と

ア
ー
デ
ン
ト
1000
倍
混
用

　

ピ
ラ
ニ
カ
Ｅ
Ｗ
2000
倍
と
バ
ロ
ッ
ク
フ

ロ
ア
ブ
ル
2000
倍
混
用

　

ダ
ニ
サ
ラ
バ
1000
倍

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
加
治
佐
）

○
出
荷
方
法

・
葉
は
、
被
害
葉
・
枯
れ
葉
を
除
き
３
枚

残
し
て
む
き
ま
す
。

・
58
㎝
に
届
か
な
い
幼
葉
は
１
枚
と
み
ま

せ
ん
。

・
継
続
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（

担
当
：
加
治
佐
）

　

12
月
よ
り
徐
々
に
窒
素
・
リ
ン
酸
・

カ
リ
の
養
分
吸
収
量
が
上
が
っ
て
き
ま

す
。
追
肥
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

で
き
る
だ
け
涼
し
く
し
低
温
管
理
を

お
願
い
し
ま
す
。
気
温
を
下
げ
す
ぎ
る

と
光
合
成
能
力
の
低
下
・
地
温
が
下
が

り
、
根
の
活
力
が
低
下
し
生
育
が
停
滞

し
ま
す
。
目
安
と
し
て
昼
温
20
℃
以
下
、

夜
温
最
低
５
℃
以
上
を
保
っ
て
下
さ
い
。

☆
キ
ン
カ
ン

（
担
当
：
山
下
）

◎
水
管
理

・
果
実
肥
大
を
促
進
す
る
為
12
月
上
旬
ま

で
た
っ
ぷ
り
潅
水
を
行
っ
て
下
さ
い
。

（
常
に
土
が
湿
っ
た
状
態
）

・
土
壌
の
乾
燥
防
止
、
細
根
の
発
生
促
進

の
為
、
敷
き
ワ
ラ
を
行
っ
て
下
さ
い
。

◎
秋
冬
期
加
温

・
着
花
が
遅
れ
た
園（
７
月
20
日
以
降
に

着
花
）に
つ
い
て
は
、
秋
冬
期
に
加
温

す
る
こ
と
で
、
肥
大
促
進
、
減
酸
促
進

効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　
　

実
施
時
期　
　

12
月
中
旬
ま
で

　
　

実
施
温
度　
　

夜
温
18
～
20
℃

　
　

昼
温　

27
～
28
℃

・
着
色
が
始
ま
っ
て
も
、
12
月
中
旬
ま
で

は
加
温
し
ま
す
。

☆
栗

（
担
当
：
山
下
）

　

栗
の
剪
定
と
元
肥
の
施
与
時
期
に
入

り
ま
し
た
。
12
月
中
に
は
堆
肥
を
施
し

て
下
さ
い
。
堆
肥
投
入
の
時
期
を
来
年

３
月
以
降
に
施
す
と
、
実
タ
ン
ソ
病
の

発
生
が
多
く
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
早
め

に
行
っ
て
下
さ
い
。

　

剪
定
は
光
が
枝
に
当
た
る
よ
う
に
、
込

み
合
う
枝
や
影
を
作
る
枝
、
主
枝
、
亜

主
枝
を
決
定
し
、
枝
の
向
き
、
高
さ
を

考
え
剪
定
を
行
っ
て
下
さ
い
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
中
村
）

　

平
成
25
年
度
向
け
の
ゴ
ー
ヤ
ー
栽

培
の
申
し
込
み
を
さ
れ
る
方
は
12
月

20
日
ま
で
に
農
産
園
芸
課（
☎
３
３
―

５
７
５
６
）ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。
ハ
ウ
ス
抑
制
栽
培（
３
月
上
旬
～
４

月
定
植
、
５
月
上
旬
～
８
月
収
穫
）と
露

地
栽
培（
４
月
20
日
～
６
月
上
旬
作
付
、

７
月
～
９
月
下
旬
収
穫
）で
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
土
壌
分
析
と
個
人
の
作
付

計
画
を
行
い
ま
す
の
で
お
早
め
に
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

販
売
先
の
価
格
も
安
定
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
加
工
人
参
・
秋
作
加
工
大
根

（
担
当
：
柊
山
）

　

加
工
人
参
の
出
荷
時
期
に
な
り
ま
し

た
。
異
物
の
混
入
が
な
い
よ
う
出
荷
を

お
願
い
し
ま
す
。　

　

加
工
大
根
に
つ
い
て
は
、
霜
害
に
注

意
し
、
工
場
受
入
期
間
内
に
出
荷
を
お

願
い
し
ま
す
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

☆
加
工
ホ
ウ
レ
ン
草

（
担
当
：
中
村
）

　

降
雨
に
よ
り
ベ
ト
病
の
発
生
が
見
ら

れ
ま
す
。
病
害
虫
が
発
生
し
な
い
よ
う

注
意
し
て
管
理
に
努
め
て
下
さ
い
。
成

長
が
緩
慢
な
場
合
は
生
育
促
進
の
た
め

バ
イ
ト
ー
ル
２
号
を
５
０
０
倍
で
葉
面

散
布
を
行
っ
て
下
さ
い
。
ア
ブ
ラ
ム
シ

の
発
生
も
見
ら
れ
ま
す
の
で
、
圃
場
の

管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ホ
ウ
レ
ン
草
の
収
穫
は
雑
草
、
豆
葉
、

黄
葉
、
枯
れ
葉
な
ど
の
混
入
に
注
意
し

て
収
穫
し
て
く
だ
さ
い
。

☆
生
姜

（
担
当
：
山
下
）

　

来
年
作
の
圃
場
準
備
を
進
め
、
日
当

た
り
や
排
水
が
良
く
保
水
性
の
良
い
圃

場
を
選
定
し
て
下
さ
い
。
連
作
す
る
と

根
茎
腐
敗
病
な
ど
の
病
害
の
発
生
率
が

高
く
な
り
ま
す
の
で
、
連
作
し
な
い
よ

う
に
し
て
下
さ
い
。
12
月
ま
で
に
堆
肥

を
５
ｔ
程
度
施
し
、
来
作
に
向
け
た
圃

場
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

尚
、
25
年
度
に
生
姜
の
作
付
し
た
い
方

は
、
農
産
園
芸
課（
☎
３
３
―
５
７
５
６
）

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

☆
菊

（
担
当
：
加
治
佐
）

１
．
神
馬
２
号
の
温
度
管
理

①
定
植
か
ら
開
花
ま
で
実
温
14
℃
で
管

理
し
ま
し
ょ
う
。

　

消
灯
日
か
ら
収
穫
始
め
ま
で
の
到
花

日
数
は
再
電
照
を
除
い
て
45
～
47
日

程
度
で
す
。

②
花
芽
分
化
温
度
は
18
℃
で
行
う
と
品

質
が
良
く
な
り
ま
す
。

③
低
温
管
理
で
も
開
花
遅
延
し
に
く
い

で
す
が
、
生
育
期
に
10
℃
以
下
の
低
温

に
あ
う
と
開
花
遅
延
す
る
危
険
性
あ

る
た
め
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
再
電
照
に
つ
い
て

①「
神
馬
２
号
」は
従
来
の「
神
馬
」よ
り

花
芽
分
化
速
度
が
１
～
２
日
程
度
早

い
で
す
。
特
に
本
年
度
は
高
温
の
影
響

で
、
早
く
な
っ
て
い
る
の
で
検
鏡
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

②
１
月
か
ら
２
月
出
荷
作
型
で
は
再
電

を
行
い
ま
し
ょ
う
。　

・
４
日
点
灯
―
４
日
消
灯
―
３
日
点
灯

※
燃
油
価
格
高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
。
ハ

ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
の
隙
間
が
な
い
か
点

検
を
行
い
、
北
側
に
つ
い
て
は
古
ビ

ニ
ー
ル
等
を
張
り
保
温
に
努
め
て
下

さ
い
。

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
中
村
）

　

ピ
ー
マ
ン
も
終
盤
に
な
り
ま
し
た
。

25
年
度
に
向
け
た
作
付
準
備
の
た
め
に
、

ピ
ー
マ
ン
の
枝
葉
等
の
残
渣
の
片
付
け

を
急
い
で
行
っ
て
下
さ
い
。
黒
枯
病
や

菌
核
病
の
発
生
し
た
圃
場
は
必
ず
残
渣

を
圃
場
外
に
持
ち
出
し
て
下
さ
い
。

　

25
年
度
は
２
月
下
旬
～
３
月
５
日
頃

ま
で
の
定
植
を
目
指
し
て
、
苗
の
注
文

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
圃
場
の
土
壌
消
毒
や
定
植
２

週
間
前
ま
で
に
、
圃
場
準
備
が
終
了
す

る
よ
う
に
作
業
の
計
画
を
立
て
て
、
土

壌
分
析
に
よ
る
適
正
な
施
肥
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

☆
デ
ル
フ
ィ
ニ
ゥ
ム（

担
当
：
加
治
佐
）

　

気
温
が
高
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す

の
で
ハ
ウ
ス
の
換
気
に
努
め
て
下
さ
い
。

ま
た
、
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
欠
乏
予
防
の
た

め
カ
ル
シ
ュ
ウ
ム
剤
の
散
布
を
定
期
的

に
行
な
っ
て
下
さ
い
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
柊
山
）　

　

収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。
生
育
の
ム

ラ
が
見
ら
れ
る
ま
す
の
で
、
大
き
な
キ
ャ

ベ
ツ
か
ら
収
穫
を
行
っ
て
下
さ
い
。

　

病
害
虫
の
防
除
な
ど
は
収
穫
予
定
日
か

ら
逆
算
を
し
て
散
布
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

◎
プ
レ
バ
ソ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル　

　

・
2000
倍
液
で
10
ａ
に
100
～
300
ℓ　

　

・
収
穫
３
日
前
３
回
以
内　

　

◎
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
顆
粒
水
和　

　

・
2000
～
4000
倍
液　
　

　

・
収
穫
前
日
３
回
以
内

☆
里
芋

（
担
当
：
橋
爪
）

　

種
子
里
芋
を
貯
蔵
さ
れ
る
方
は
、
降

雪
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
腐
敗
の
原
因

に
な
り
ま
す
の
で
速
や
か
に
払
い
落

と
し
て
下
さ
い
。

☆
タ
マ
ネ
ギ

（
担
当
： 

加
治
佐
）

　

定
植
作
業
が
済
ん
だ
ら
、
風
で
マ
ル

チ
が
浮
き
上
が
ら
な
い
よ
う
に
マ
ル

チ
の
上
に
盛
土
な
ど
を
し
て
、
マ
ル
チ

が
浮
き
上
が
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

　

カ
ラ
ス
対
策
も
忘
れ
ず
に
行
っ
て
下

さ
い
。

　

定
植
後
に
は
、
植
え
穴
か
ら
草
が
生

え
て
き
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
草
を
引

き
抜
い
て
下
さ
い
。

☆
家
庭
菜
園

（
担
当
：
中
村
）

　

急
激
な
寒
さ
で
霜
害
の
発
生
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
霜
害
を
受
け
易
い
野
菜
な

ど
は
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
を
施
し
て
霜
に

合
わ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

　

土
壌
消
毒
や
堆
肥
の
散
布
な
ど
の
次

年
度
の
栽
培
準
備
も
お
願
い
し
ま
す
。

農業用廃プラスチックを
排出される農家の方へ

　平成２４年１０月から１２月までの３ヶ
月間、農業用廃プラスチックの排出促進の取
組みとして、県の廃プラ協議会より処理料の
一部が助成されます。

通常処理料 対象期間処理料
塩化ビニール ６．３円／㎏ 5.3円／㎏

◎塩化ビニール（ハウス用ビニール等）
・集積場所　えびの市一般廃棄物最終処分場
・集積日　　１２月１８日
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